
よ
り
喉
周
辺
に
脂
肪
が
つ
く
、
舌
が
大
き

い
、
扁
桃
腺
が
大
き
い
、
顎
が
小
さ
い
等

に
よ
り
上
気
道
が
狭
く
な
る
こ
と
が
原
因

で
す
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
を
閉
塞
性
睡

眠
時
無
呼
吸
症
候
群
（O

bstructive 
Sleep A

pnea Syndrom
e 

：
通
称
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｓ
）
と
い
い
、
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
大
部
分
を
占

め
ま
す
。

他
に
は
、
脳
の
問
題
や
心
不
全
が
原
因

で
生
じ
る
中
枢
性
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

が
あ
り
ま
す
。
Ｓ
Ａ
Ｓ
は
男
性
に
多
い
疾

患
で
す
が
、
更
年
期
以
降
の
女
性
に
も
み

ら
れ
ま
す
。
肥
満
の
方
に
多
い
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
が
、
や
せ
て
い
る
Ｓ
Ａ
Ｓ
の

患
者
さ
ん
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

Ｓ
Ａ
Ｓ
に
よ
り
呼
吸
が
止
ま
る
と
、
一

時
的
に
低
酸
素
血
症
、
い
わ
ゆ
る
酸
欠
状

態
と
な
り
ま
す
。
通
常
、
１
０
０
％
に
近

い
酸
素
飽
和
度
が
、
重
症
の
患
者
さ
ん
で

は
70
％
台
ま
で
低
下
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
低
酸
素
血
症
に
よ
り
交
感
神
経
が
刺

激
さ
れ
る
と
、
高
血
圧
、
不
整
脈
、
心
筋

梗
塞
、
脳
梗
塞
な
ど
の
心
血
管
系
の
疾
患

の
危
険
が
生
じ
ま
す
。
ま
た
、
自
分
で
は

眠
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
て
も
、
脳
波
上

は
眠
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
、
睡
眠
の

質
が
低
下
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
日
中
の

眠
気
に
よ
る
交
通
事
故
、
会
議
中
の
居
眠

り
、
仕
事
の
効
率
が
低
下
す
る
等
の
問
題

も
生
じ
ま
す
。

他
に
も
寝
た
は
ず
な
の
に
疲
労
感
が
残

る
、
起
床
時
の
頭
痛
や
頭
重
感
、
夜
間
の

頻
尿
多
尿
も
み
ら
れ
ま
す
。

以
下
に
当
て
は
ま
る
方
は
受
診
を
お
す

診
断
に
至
り
ま
す
。
ま
た
、
脳
波
を
調
べ

る
こ
と
で
睡
眠
の
深
さ
も
わ
か
り
ま
す
。

本
会
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
簡
易
検
査
、

精
密
検
査
と
も
に
検
査
機
器
を
ご
自
宅
に

郵
送
し
て
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

肥
満
や
ア
ル
コ
ー
ル
は
Ｓ
Ａ
Ｓ
を
悪
化

さ
せ
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
生
活
習
慣
を
見

直
し
ま
す
。

軽
症
の
方
で
、
検
査
の
結
果
、
仰
向
け

よ
り
横
向
き
寝
で
Ａ
Ｈ
Ｉ
が
低
い
方
に
は

横
向
き
寝
を
推
奨
し
ま
す
。

簡
易
検
査
で
Ａ
Ｈ
Ｉ
が
40
以
上
の
方
、

ま
た
、
精
密
検
査
で
Ａ
Ｈ
Ｉ
が
20
以
上
の

方
に
は
、
保
険
適
用
で
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ

（C
ontinuous P

ositive A
irw

ay 

保健会館クリニックの
医師がお答えします！

睡眠時無呼吸症候群（ＳＡＳ）第 12 回

日中に眠気やだるさが抜けない、イビキが大きいと言われる、朝スッキリ起きられない…
そんな悩みをお持ちの方は、「睡眠時無呼吸症候群（ＳＡＳ）」の可能性があるかもしれません。
睡眠時無呼吸症候群はどんな病気で、どんな対処法があるのか、
本会クリニックＳＡＳ外来担当の福田紀子医師が解説します。

Ｓ
Ａ
Ｓ（Sleep A

pnea Syndrom
e

）

と
は
、
睡
眠
中
の
１
時
間
当
た
り
５
回
以

上
呼
吸
が
止
ま
っ
た
り
、
浅
く
な
っ
た
り

す
る
病
気
で
す
。
呼
吸
が
止
ま
っ
て
か
ら

再
び
呼
吸
を
す
る
際
に
、
大
き
な
イ
ビ
キ

を
か
き
ま
す
。
図
１
の
よ
う
に
、
肥
満
に

Q1
Ｓ
Ａ
Ｓ
と
は

ど
ん
な
病
気
で
す
か
？

Pressure 
：
持
続
的
陽
圧
呼
吸
）
療
法

を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
（
図
２
）。

Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
と
は
鼻
マ
ス
ク
か
ら
陽
圧
の
空

気
を
強
制
的
に
送
り
込
む
こ
と
で
、
無
呼

吸
の
原
因
と
な
る
気
道
閉
塞
を
改
善
す
る

治
療
法
で
す
。
本
会
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
実
施

し
て
い
る
の
は
、
主
に
こ
の
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
療

法
で
す
。

内
科
的
治
療
以
外
に
は
、
歯
科
で
マ
ウ

ス
ピ
ー
ス
を
作
製
し
て
下
顎
を
前
方
に
移

動
さ
せ
る
方
法
や
、
耳
鼻
科
で
扁
桃
摘
出

術
や
口
蓋
垂
軟
口
蓋
咽
頭
形
成
術
を
行
う

場
合
も
あ
り
ま
す
。

新
し
い
治
療
法
と
し
て
、
舌
下
神
経
電

気
刺
激
療
法
と
い
う
方
法
も
保
険
適
用
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
施
で
き
る
医
療
機

関
が
限
ら
れ
ま
す
。

２
０
１
９
年
の
報
告
で
は
、
日
本
の
中

北里大学医学部卒業。同大学呼吸器内科入局。同大学
大学院博士課程にてSASの研究に従事。北里大学病院健
康管理センター、在日米軍基地日本人診療所等に勤務。
2019年より本会保健会館クリニックで火曜日のSAS外来
担当。総合内科専門医。

福田 紀子
ふくだ のりこ

［執筆者］

本会保健会館クリニック呼吸器内科外来 担当医師

Q2
Ｓ
Ａ
Ｓ
が
あ
る
と

ど
ん
な
問
題
が

生
じ
る
の
で
し
ょ
う
か

す
め
し
ま
す
。

・
肥
満
の
有
無
に
関
係
な
く
、
ご
家
族
か

ら
睡
眠
中
の
イ
ビ
キ
や
無
呼
吸
を
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

・
居
眠
り
運
転
、
会
議
中
の
居
眠
り
を
し

て
し
ま
っ
た
。

・
高
血
圧
の
治
療
を
し
て
い
る
が
、
血
圧

が
な
か
な
か
下
が
ら
な
い
。

・
イ
ビ
キ
が
あ
り
、
生
活
習
慣
病
の
治
療

を
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
Ｑ
２
で
も
述
べ
ま
し
た
が
、

熟
睡
感
の
欠
如
、
起
床
時
の
頭
痛
、
夜
間

頻
尿
に
悩
ん
で
い
る
等
の
症
状
が
み
ら
れ

る
方
も
、
受
診
を
し
た
方
が
よ
い
で
し
ょ

う
。ま

ず
、ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
と
し
て
、

ご
自
宅
で
「
ウ
ォ
ッ
チ
パ
ッ
ト
」
と
い
う

機
器
に
よ
る
簡
易
検
査
を
行
い
ま
す
。
こ

の
検
査
で
無
呼
吸
低
呼
吸
指
数（
Ａ
Ｈ
Ｉ
）

を
測
定
し
、
５
回
／
時
間
未
満
で
あ
れ
ば

正
常
で
、
Ｓ
Ａ
Ｓ
は
否
定
さ
れ
ま
す
。
Ａ

Ｈ
Ｉ
が
５
以
上
15
未
満
で
軽
症
、
15
以
上

30
未
満
で
中
等
症
、
30
以
上
で
重
症
の
Ｓ

Ａ
Ｓ
が
疑
わ
れ
ま
す
。

Ｓ
Ａ
Ｓ
が
疑
わ
れ
る
方
は
、
精
密
検
査

の
睡
眠
ポ
リ
グ
ラ
フ
を
行
い
ま
す
。
脳
波

や
胸
腹
部
の
動
き
を
調
べ
る
こ
と
で
、
閉

塞
性
か
中
枢
性
か
の
鑑
別
を
行
い
、
確
定

Q5
治
療
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

Q3
受
診
し
た
方
が
よ
い
の
は

ど
ん
な
時
で
す
か
？

Q4
Ｓ
Ａ
Ｓ
が
疑
わ
れ
た
場
合
、

ど
ん
な
検
査
を

行
う
の
で
す
か
？

SASの原因
図１

等
症
以
上
の
Ｓ
Ａ
Ｓ
は

９
０
０
万
人
い
る
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

実
際
に
治
療
を
受
け
て

い
る
方
は
50
万
人
し
か

い
な
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
気
づ
か
れ
て
い

な
い
Ｓ
Ａ
Ｓ
が
い
か
に

多
い
か
が
わ
か
り
ま

す
。気

に
な
る
症
状
が
あ

る
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
、

本
会
ク
リ
ニ
ッ
ク
外
来

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

軟口蓋舌
正常

鼻炎・鼻中隔湾曲症など

舌が大きい
顎が小さい

首周りの脂肪

舌根沈下
扁桃肥大

軟口蓋下垂

咽頭扁桃肥大
アデノイド

軟口蓋舌

1415 2025 SPRING 2025 SPRING

CPAP療法
図２

（上）写真提供：TEIJIN Medical Web  （下）フィリップス・ジャパン 
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